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研究の目的

今年の文化祭で、アルミ板の電気分解による虹色着色実験を行った。その際に前処埋でアルミ板

に酸化被膜をつけたが、被膜をつけたアノレミ板が乾燥するときれいに色がつかないことが分かったc

そ土でアノレミ板を乾燥させないで保存すると，きれいに虹色着色できる状態で酸化被膜を長期間保

ィ与する ことができるのではないかと考え、口数が経過してもきれいに着色できる保存)j1:去を探究す

ることにしたc

2 研究の方法

(1)虹色アルミ作成の過程

ア脱脂

アノレミ板の哀ー而の不純物を取り除くため、水酸化ナトリウム

と硫酸にそれぞれ5分間浸す。

イ 酸化被膜形成

疏酸とりン酸を合む;j(溶液で、-10分間電気分解を行う。

その際、商変化被膜の表面にはポアと呼ばれる無数の小さな穴ができるc

ウ着色

硫駿ニッケル、ホウ殿、 トリエタノールアミンを加えた水溶液で電気分解を行う。

表向のポアに水前液中の金属イオンが入ることで着色するの

エ封孔処理

ポアをふさいで表而の腐食や色落ちを防ぐため熱湯に10分間つけるG

(2) 調べ方

アノレミニウムを電気分解により、虹色に着色していくじ酸化被膜形成をした段階のまま条件を

変えて保存し、どれくらいの期間まで色をつけることが可能か調べていくじ

3 研究結果および考察

(1)実験 I …被膜をつけたアルミ抜を水、エタノールヘキサンに入れ それぞれ常温ドと冷厳

庫内で保管し、 l口ごとに10日目まで色のつき)jを調べる。

仮説…封孔処理;こ用いる水ではなく、無極性持活蝶のへキサンを用いることで、ボアが封孔

されず-番長持ちする。

医亙…水10日目 エタノーツレ10日目 ヘキサン10日目
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水とエタノールはきれいに色がついたが、予想に反してヘキサンは 1日目からあま

り色がつかなかった。冷蔵庫内で保管したものはrれもきれいに色がついたo

(2)実験11 ...ヘキサンで保存した場合について、色がつかなくなり始める時間を調べるため保存

時間をより短くして色のつき方を調べる。

画劇… 30分頃から部分的につかなくなり、 75分で大きく色がつかなくなった。

(3)実験E 一極性が大きいエタノールでは色がつき、無極性のヘキサンで、は色がつかなかったと

左から、保存液に用いる物質の炭素数を増やして，極'性を小さくしていった左きの色

のつき方を調べる。保存液としてプロパノール、プタノール、ベンタノールを用い

る。

仮説…保存液に用いる物質の炭素数が増えるにつれて色がつきにくくなる

直~...プロパノーノレでは色がついたが、プタノールとベンタノールではほとんど・色がつか

なかった。このこ止から保存液に用いる物質の炭素数が大きくなり、保存液の極性

が小さくなると色がつきにくくなると考えられる。

(4)実験W …保存液に用いる物質の炭素数が大きくなると水への溶解度が小さくなる。着色に用

いる溶液は水溶液なので、ポアの表面や内部に水に難溶な物質が存在していると、

着色に影響が出ると考えられる。そこで、ヘキサンで保存した後自然乾燥させてか

ら着色し、色のっき方を調べたo

仮説… 自然乾燥させると、きれいに着色できる。

直亙 自然乾燥させても、色はほ左んrつかなかった。

(5) 実験V...ヘキサンで保存した後に、 ドライヤーを用いてアルミ板を乾燥させ、色のつき方を

調べたο

仮説…自然乾燥では、ポアの内部のヘキサンは追い出せていないと考えた。ヘキサンの沸

点は69
0

Cであるととから、ドライヤーで熱して乾燥させれば、残さずヘキサンを追

い出せ着色できる。

匿望日..2日目までは、実験 1の常温下や実験4よりもきれいに色がついた。その後は、他

の実験結果と変わらず、だんだん色がつかなくなった。

4 研究のまとめ

5 

保存液に、水・エタノーノレを用いる左、 10日目までは保存が可能である。着色の仕方には、保存

液の水への溶解度と保存する温度が関係している。それぞれ、水への溶解度が高く、低温下で保存

したほうがきれい着色できる。

→現時点では、低温下でエタノールまたは水中での保存が最もよいと考えられる。
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